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11月1日東京で、大臣表彰は計量関係功労者25氏

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
た
。

　
最
新
の
製
品
は
G
P
S
に

よ
る
位
置
認
識
だ
け
で
な

く
、
渋
滞
情
報
（
V
I
C
S
）

シ
ス
テ
ム
や
同
じ
カ
ー
ナ
ビ

を
積
ん
だ
仲
間
の
位
置
が
特

定
で
き
る
機
能
も
あ
る
。
外

付
け
の
利
点
を
生
か
し
、
自

宅
な
ど
で
得
た
情
報
を
パ
ソ

コ
ン
か
ら
カ
ー
ナ
ビ
に
記
録

し
て
ド
ラ
イ
ブ
に
役
立
て
る

な
ど
、
カ
ー
ナ
ビ
は
運
転
に

関
わ
る
総
合
的
な
情
報
・
エ

ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
端
末
と

し
て
進
化
し
続
け
る
、
と
そ

の
未
来
を
語
っ
た
。

　
第
3
部
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

で
は
、
参
加
者
が
歓
談
し
、

情
報
交
換
が
行
わ
れ
た
。
経

産
省
の
職
員
と
地
方
計
量
団

体
の
会
員
が
、
新
し
い
計
量

行
政
の
方
向
に
つ
い
て
熱
心

に
意
見
を
交
わ
す
一
幕
も
見

ら
れ
た
。
中
締
め
で
　
製
品

（独）

評
価
技
術
基
盤
機
構
（
N
I

T
E
）
御
園
生
誠
理
事
長
が

挨
拶
し
た
。
学
術
・
産
業
に

不
可
欠
な
基
盤
で
あ
る
計
量

分
野
を
N
I
T
E
が
適
正
に

維
持
で
き
る
よ
う
に
、
今
後

と
も
計
量
関
係
者
か
ら
指
導

を
賜
り
た
い
、
と
締
め
た
。

（
羽
面
に
大
臣
表
彰
受
章
者

名
一
覧
）

秋
の
褒
章
・
叙
勲
茨

叙
勲
【
旭
日
小
綬
章
】
▽
入

江
照
四
氏
（
日
本
科
学
機
器

団
体
連
合
会
会
長
）

（
詳
細
は
次
号
以
下
）

（1） 2005年（平成 17年）11月6日（日）第 2606 号

　
第
1
部
の
計
量
記
念
日
式

典
は
、
肥
塚
雅
博
産
業
技
術

環
境
局
長
が
二
階
俊
博
経
済

産
業
大
臣
の
式
辞
を
代
読
し

た
。
最
近
で
は
、
消
費
者
の

安
心
・
安
全
へ
の
信
頼
確
保
、

国
際
整
合
化
へ
の
対
応
な

ど
、
計
量
制
度
は
さ
ら
に
多

様
な
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。
7
月
に
計
量
行
政
審
議

会
を
立
ち
上
げ
、
新
し
い
計

量
行
政
の
方
向
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
る
が
、
制
度
が
適

切
に
運
営
さ
れ
る
に
は
計
量

に
携
わ
る
人
々
の
優
れ
た
見

識
と
経
験
が
不
可
欠
で
あ
る

と
、
大
臣
表
彰
受
章
者
、
参

加
者
を
賞
賛
し
た
。

　
受
章
者
を
代
表
し
て
大
塚

淳
八
郎
氏
が
謝
辞
を
述
べ

た
。
受
章
を
契
機
に
、
一
層

の
精
進
を
重
ね
、
適
正
な
計

量
の
確
保
に
邁
（
ま
い
）
進

す
る
、
と
喜
び
と
と
も
に
決

意
を
示
し
た
。

小
学
生
の
豊
か
な
発
想

　
第
2
部
の
記
念
行
事
で

は
、
今
年
か
ら
、
小
学
生
を

対
象
に
「
何
で
も
は
か
っ
て

み
よ
う
コ
ン
テ
ス
ト
」
が
行

わ
れ
、最
優
秀
作
品
賞
1
点
、

優
秀
作
品
賞
2
点
が
表
彰
さ

れ
た
。最
優
秀
は
新
藤
晃
平
、

早
坂
尚
起
、
桶
作
恭
明
、
川

島
龍
弥
さ
ん
（
久
喜
市
立
久

喜
東
小
）
の
「
点
字
ブ
ロ
ッ

ク
を
数
え
て
距
離
を
は
か
っ

て
み
よ
う
・
タ
オ
ル
は
何

メ
ー
ト
ル
の
糸
で
で
き
て
い

る
の
か
は
か
っ
て
み
よ
う
」。

地
道
な
作
業
を
根
気
よ
く
や

り
遂
げ
た
こ
と
が
評
価
さ
れ

た
。
最
優
秀
、
優
秀
作
品
は

会
場
ロ
ビ
ー
に
掲
示
さ
れ
、

参
加
者
は
独
創
性
高
い
小
学

生
の
研
究
成
果
を
興
味
深
く

眺
め
て
い
た
。

　
今
年
も
計
量
啓
発
標
語
を

全
国
か
ら
募
集
し
た
。
約
3

5
0
点
の
応
募
の
中
か
ら
、

計
量
記
念
日
実
行
委
員
会
が

最
優
秀
作
品
1
点
、
優
秀
作

品
2
点
、佳
作
　
点
を
選
定
。

10

最
優
秀
、
優
秀
作
品
が
表
彰

を
受
け
た
。最
優
秀
作
品
は
、

安
田
佳
永
さ
ん
（
広
島
市
立

三
篠
小
）
の
「
計
る
こ
と
そ

れ
は
科
学
の
第
一
歩
」。

カ
ー
ナ
ビ
の
過
去
・

現
在
・
未
来

　
特
別
講
演
は
「
進
化
す
る

カ
ー
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
〜
位

置
認
識
か
ら
エ
ン
タ
テ
イ
メ

ン
ト
ま
で
」
と
題
し
、
パ
イ

オ
ニ
ア
珂
モ
ー
バ
イ
ル
エ
ン

タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
カ
ン
パ

ニ
ー
ソ
フ
ト
事
業
部
の
安
藤

斉
氏
が
講
演
し
た
。
1
9
9

0
年
に
発
売
し
た
世
界
初
の

G
P
S
対
応
市
販
カ
ー
ナ
ビ

の
開
発
者
で
あ
る
安
藤
氏

は
、
技
術
向
上
や
制
度
の
変

化
を
取
り
入
れ
て
進
化
す
る

カ
ー
ナ
ビ
の
開
発
に
つ
い

新
た
に「
何
で
も
は
かっ
て
み
よ
う
コ
ン
テ
ス
ト
」

　
経
済
産
業
省
・
計
量
記
念
日
組
織
委
員
会
が
主
催
す
る

「
2
0
0
5
計
量
記
念
日
全
国
大
会
」
が
　
月
1
日
、
東

11

京
・
虎
ノ
門
パ
ス
ト
ラ
ル
で
行
わ
れ
た
。
全
国
か
ら
関
係

者
多
数
が
詰
め
か
け
た
。
計
量
関
係
　
団
体
と
花
日
本
計

35

量
振
興
協
会
の
協
賛
、
全
国
　
の
計
量
関
係
団
体
の
協
力

73

で
開
か
れ
た
。
計
量
関
係
功
労
者
と
し
て
　
氏
が
経
済
産

25

業
大
臣
表
彰
を
受
け
た
。
計
量
啓
発
標
語
の
ほ
か
、
今
年

か
ら
新
た
に
「
何
で
も
は
か
っ
て
み
よ
う
コ
ン
テ
ス
ト
」

優
秀
作
の
表
彰
が
行
わ
れ
た
。
特
別
講
演
で
は
、
カ
ー
ナ

ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
開
発
者
が
、
G
P
S
受
信
に

と
ど
ま
ら
な
い
位
置
認
識
の
進
化
を
わ
か
り
や
す
く
紹
介

し
た
。
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
、
折
し
も
計
量
法
見
直
し
が
進

む
中
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
、
計
量
行
政
の
あ

り
方
を
め
ぐ
る
意
見
が
盛
ん
に
飛
び
交
っ
て
い
た
。

計
量
記
念
日
全
国
大
会
、
秋
の
褒
章
・
叙
勲
、
都
道
府
県
協
議
会
要
望
書
　
陰
面

2
0
0
5
全
国
の
計
量
記
念
日
行
事
桓
  　
　
　
　
　
　
　
　
 隠
韻
面

祝
・
計
量
記
念
日
、
団
体
広
告
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吋
右
面

第
一
計
器
新
製
品
、
産
総
研
一
般
計
量
教
習
　
　
　
　
　
 宇
面

鋤
大
阪
府
工
業
協
会
、
計
測
器
の
使
い
方・
校
正
実
技
セ
ミ
ナ
ー
　
宇
面

私
の
履
歴
書
・
齊
藤
勝
夫
妓
、
社
説
、
計
量
ひ
と
く
ち
メ
モ
 　
烏
面

計
量
標
準
フ
ォ
ー
ラ
ム
、大
臣
表
彰
受
章
者
名
一
覧
　
　
　
  
羽
面

都
民
計
量
の
ひ
ろ
ば
、
新
製
品
ニ
ュ
ー
ス
　
　
　
　
　
　
　
 羽
面

都
道
府
県
協
議
会
、計
量
行
政
室
へ
要
望
書

全
国
一
律
の
水
準
、国
と
都
道
府
県
の
十
分
な
意
見
交
換

（　　　　）昭和26年4月4日 
第三種郵便物認可

17 計行協第22号
平成17年 10 月 27 日

経済産業省
計量行政室長　　籔　内　雅　幸　様

都道府県計量行政協議会
全国世話人　　森　紳　彦

計量制度見直しに関する都道府県意見の反映について（要望）

　平素、計量行政の推進につきましてご指導いただいております
こと、感謝申し上げます。
　この度、計量行政審議会を開催し平成4年度以来となる計量制
度の抜本的な見直しに着手されたことについて、心から敬意を表
するものです。
　一方、都道府県においては、技術職員の高齢化・退職を背景と
する検定検査等の技術継承や人員確保の問題、行財政改革を中心
とする事業の見直しなど、機関委任事務時代には見られなかった
ような大きな変革の時期を迎えている状況にあります。
　つきましては、今回の計量制度の改正が都道府県計量行政に与
える影響の大きさにご配慮いただき、計量制度見直し検討にあ
たって都道府県意見の反映を図るべく、下記のとおり都道府県計
量行政協議会として要望いたします。

記

1　国・自治体（都道府県及び特定市）・事業者との役割と責任を
明確にし、全国一律の適正な計量水準の確保が図れるような仕組
みにすること。

2　現行の法定計量の枠組みの中で、都道府県はその中核として
計量の安全確保を担ってきた。計量制度の見直しにあたっては、
検定・検査制度がこれまで果たしてきた役割を踏まえて、自治体
の実情に応じた効率的かつ効果的な執行体制が構築できるよう、
都道府県との意見交換を十分に行うこと。

都
道
府
県
計
量
行
政
協
議
会
か
ら
計
量
行
政
室
へ
提
出
し
た
要
望
書

計
量
記
念
日
特
集
柑

祝・計量記念日


